
01家族構成 夫婦共働きの生活スタイル

03基本構想 家を巡って循環する 3 つの要素

05空間構成 室の内外をつなぐ土間 LDK 06屋根構成 居場所を与える流れる小屋根

04平面構成 循環型平面の暮らし

02周辺環境 京都府京丹後市京丹後町袖志 07素材提案 地域材や間伐材の利用

08構成ダイアグラム
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夫  （32 歳）  ： 　IT 関連企業に務めるエンジニアで、
　　　　　　　　　　　主に在宅勤務で仕事をする。
　　　　　　　　　　　読書、 園芸、 料理が趣味。

妻 （35 歳）  ： 　地元役場に勤務する公務員。
　　　　　　　　　　 アウトドアやキャンプなどが趣味。

長女 （5 歳） ： 　こども園に通っている。 活動的で、
　　　　　　　　　　　体を動かすことが好き。

長男 （2 歳） ： 　長女と同じくこども園に通っている。
　　　　　　　　　　 多くの人や自然とふれあい成長する。

住み手の家族は、 4 人家族である。 夫婦共働きで、 アウトドアな面と
インドアな面の二面性を持っている。 都市を離れて、 自然豊かな地域
での生活を望んでいる。

計画の上で大切な要素である、 家族、 自然、 素材の 3 つのサイクル
を中心に考える。 持続可能が求められる今、 家族にも環境にも優しい
住宅を提案する。

広々とした LDK 全体を外部と同じ高さにし、 土間空間にさせることで
シームレスで解放的な空間となる。 緩やかに繋がることで、 家族間と
外部の自然な関わり合いが生まれる。

室内外の境界が濃く、
外部との関係が希薄
になりやすい。

家族が集まりやすい、
LDK 全体を外部空間
と同じ高さにする。

室全体がシームレスに
繋がり、 家族が自然に
関わり合う。

連続性や柔軟性を持つ続き間型平面をもとに、 各室の固有性を高める
辻を用いた、 循環型平面を提案する。 辻を中心にして生まれたズレが
室ごとにテマエとオクを構成し、 一室でつながりならも、 程よい距離を
保ち子育てと仕事が両立しやすい空間を作り出す。

屋根材 / ガルバリウム鋼板　ｔ=0.4 ㎜
　　　　 　 アスファルトルーフィング
　　　　  　野地板　ｔ=12 ㎜
　　　　 　 化粧野地板　ｔ=20 ㎜

主要壁柱 / 間伐材寄木仕上げ
　　　　 　 　 漆喰仕上げ

断熱材 / ウッドファイバー　
                            ｔ=105 ㎜

GL±０
GL＋８０0

GL＋４００

GL＋４００

内装仕上げ / 間伐材寄木仕上げ
　　　　 　 　 　 漆喰仕上げ
                  木毛セメント版 

主要床材 / 杉フローリング　t=20 ㎜
　　　　 　　　構造用合板　t=12 ㎜
　　　　 　　　断熱材ボード　t=45 ㎜ 

基礎 / 土台 桧　105 角
　　　　 大引き　桧　90 角
　　　　 根太　桧　45 角
　　　　 コンクリートスラブ t=150 ㎜
        捨コン　t=60 ㎜
         砕石　t=100mm 

規模 / 敷地面積　396 ㎡
　　　　 延床面積　148.91 ㎡
　　　　 建築面積　125.85 ㎡
　　　　 階数　　　　地上 2 階

屋根構造 / 基本構造部材 ： 杉
　　　　 　　　棟木　120×240 ㎜
　　　　 　　　登り垂木
　　　　　　　　　60×120 ㎜＠450 ㎜
　　　　　　　 登り梁　120×210 ㎜
　　　　 

軸組構造 / 基本構造部材 ： 杉
　　　　 　　　柱　120×120 ㎜
               辻柱　150×150 ㎜
　　　　　　　 化粧柱　
　　　　　　　　　北山丸太　φ150 ㎜
　　　　 　　　束　120×120 ㎜
　　　　　　　 胴差　120×240 ㎜
　　　　　　　 繋ぎ梁　120×240 ㎜
　　　　 

ズレを与えた平面構成に、 分散しながら連続する流れる小屋根をかける。
棚田から吹き上がる自然の空気を取り入れて、 部屋全体に広がってゆく。

京都市や丹後、 中丹地域では昔から林業が盛んに行われてきた。 地域材を構造部材に使い、
間伐材を断熱材と仕上げ材に用いて、 廃材や間伐材を活用した机椅子や家具を設置する。
「建築が、 森林を健全に保つ」 循環を作る。

豊かな森林の健全を保つためには、
間伐や枝打ちなど人の手が入る必要
がある。 循環的な木材の利用で林業
の活性化と発展を目指す。

丹後ロケットストーブ

間伐材寄木 木毛セメント版 ウッドファイバー

化石燃料に頼らず 「間伐材や廃材」

などで強力な火力を生み出すロケット

ストーブ。

壁柱を小径間伐材の

寄木で仕上げとし、

凹凸あるの表情をつくる。

間伐材や製材残材

などをリボン状に削り

圧縮した建材。

間伐材や廃材が

原料の木質繊維

で作られた断熱材。

従来 ： 続き間型平面

大型屋根

家族＞個人 家族＜個人 家族≒個人

分散型屋根 分散型大型屋根

提案 ： 循環型平面

風、 光、 音など、 不変
な自然条件が住宅の内外

で循環する。

地域材を利用し、 建築
を建てることが、 健全な

森林を育てる循環を生み出す。

室ごとに分離された屋根を
かける形式。 個人のための

空間を強調する。

室ごとの屋根を連続させて、
全体を覆う形式。 全体の

程よいつながりを象徴する。

室を跨ぐ大屋根の形式。
家族概念に個人をまとめて

取り込んだ形態。

家族一人一人が自分の
生活サイクルを快適に

行うことができる。
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課題敷地の周辺環境に、 京都府
京丹後市京丹後町袖志を選定した。
袖志は、 北側には日本海が広がり、
棚田を通って、 心地よい海風が南側
の自然に流れてゆく。 四方を様々な
自然に囲まれていて、 どの季節でも
どの時間帯でも自然を感じられる。
袖志の特徴である棚田の緩やかな
高低差を活かした、 自然と調和した
心地よい住宅を提案する。

テマエ

間

▼Layer６ ： 屋根

▼Layer5 ： 垂木

▼Layer4 ： 軸組

▼Layer3 ： 壁柱

▼Layer2 ： 内装 ・ 床

▼Layer1 ： 基礎
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家庭菜園

静の庭

季節で彩る庭木から
海を眺める

動の庭

実の成る庭木で
料理に彩を加える

リラックス効果のある
香りを持つ樹木を配置

入り口付近には人を
出迎える花木を配置

ワークスペースに
樹木の影が入り込む

駐車場
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09生活スタイル 家族のとある一日

成長に対応する２FL

1 階平面図　S=1 ： 100

東側立面図　S=1 ： 100 北側立面図　S=1 ： 100

2 階平面図　S=1 ： 100

小学校入学前 小学校入学後

夫

妻

子供

夫の朝

妻の朝

子供の朝 子供の夜

妻の昼

子供の昼

妻の夜

畑で採れた

新鮮な野菜で

朝食を準備する。

畑から野菜を

収穫し、 夫と

朝食を準備する。

アウトドアの

ギアを土間

で DIY する。

夫と妻と共に

朝食の準備を

する。

縁側でくつろぎ

ながら、 夜空

の星を眺めて、

写真を撮影する。

夜の自然を感じ

家族でくつろぎ、

おしゃべりする。

ホームオフィスで

集中して在宅

ワークをする。
居間でくつろぎながら

読書をする。

勉強スペースでこども園

の宿題をする。

夫の昼 夫の夜

10平面計画

内外に作られた様々な間が、 家族一人一人の生活循環のための居場所を作る。
棚田から吹きあがるそよ風が、 共有の間から個人の間まで部屋全体を快適な
居場所にする。 外部とのシームレスなつながりが、 日々の暮らしの中に新しい
刺激や環境を与えてくれる。

2 階の平面計画は家族の
生活に対応させる。
子供が小学校入学前は、
階段をのぼると室全体が
ホールのように広々とした
空間になる。 子供だけで
なく大人も使える場所に
なる。
子供が小学校に入学する
時には、 二室に分けて
子供のプライベートを守る。
子供が自立し、 独立する
ときは２FL は夫婦の趣味の
部屋として活用する。
子供の成長、 家族の生活
に柔軟に対応できる。

1 階の平面計画は、 循環型平面を
もとに家族の居場所や動線、 風景
の人と自然の緩やかな繋がりを表す。

【土間空間】
家庭菜園の新鮮な採れたて野菜を
すぐに台所まで運んで料理する。
日本海と棚田の景色を眺めながら、
家族みんなで食卓を囲む。
動の庭では DIY、 アウトドアや地域
交流などの活動が行われる。

【辻の間】
すべての空間の中心となる。 上空
からはトップライトにより光が差し込む。
見上げると２階の気配が感じられる。

【和の間】
縁側を外周部に回し、 外部と接続
する。 外部には落ち着いた静の庭
があり、 木々が安らぎや落ち着き
を与えてくれる。

【応接の間】
玄関から入ると出現する。 外出の
準備や、 訪れたお客さんの対応の
時に利用する。

【夫婦の間】
寝室からは、 南側の自然の景色が
入り込む。 自然の緑が新鮮な空気
を運び、 心地好さを提供する。

【ワークスペース】
人の集まる空間から離れた場所に
位置し、 集中して仕事ができる。
窓から自然を感じて、 落ち着いて
作業ができる。

【水回り】
水回りの家事動線をコンパクトにした。
洗濯が終わるとすぐに干せるように
物干し場を設置した。 家事を効率
的に行う。

緩やかに繋がる１FL

日本海と棚田の絶景

壁柱 ：間伐材寄木仕上げ

壁柱 ： 漆喰仕上げ

柱 ： 北山丸太

真壁 ：木毛セメント版

袖志の豊かな森林

土間空間と外部のシームレスな関係

外部と接続

静の庭が安らぎと落ち着きを与える 室全体を緩やかに繋げ空気を巡らせる
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